
 

 

 トアラセット配合錠「三笠」の限定出荷について(続報)  

 

 

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

    さて、弊社製品の慢性疼痛／抜歯後疼痛治療剤『トアラセット配合錠「三笠」』につきまして、 

本年 4月より限定出荷を実施させていただいておりますが、この度、在庫状況が改善されました 

ので、限定出荷は継続させていただきますが、出荷量をＣ「出荷量支障」からＡ「出荷量通常」 

の対応に変更させていただきますので、ご案内申し上げます。 

また、限定出荷解除までの期間の新規ご採用は辞退させていただきます。 

限定出荷解除の際は、あらためてご案内いたします。 

この度の件につきまして、多大なるご迷惑をおかけしておりますこと、心より深くお詫び申し 

上げます。何卒事情ご賢察の上、ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

 

謹白 

 

記 

 

■ 限定出荷品目 

品名 包装 統一商品ｺｰﾄﾞ GS1 販売包装単位 

トアラセット配合錠「三笠」 

PTP100 錠 387-591955 (01)14987387591952 

PTP500 錠 387-592051 (01)14987387592058 

バラ 300 錠 387-592150 (01)14987387592157 

※ご不明な点がございましたら、弊社情報提供担当者へお問合せください。 

■ 出荷状況・対応状況 

出荷量：A「出荷量通常」、製造販売業者の対応状況：②「限定出荷（自社の事情）」 

比較対象時点：2022 年 3 月 

 

 

 

 

 

 

 

お得意様 各位                      2022 年 12 月 



【日本製薬団体連合会が作成した供給状況に関する用語の定義】 

 

医療用医薬品の供給状況に関し、「(1)出荷量の状況」と「(2)製造販売業者の対応状況」の２軸にて 

情報提供を行うように用語を定義致しました。 

 

(1) 出荷量の状況 

厚生労働省医政局経済課から令和３年１２月２７日に発出された事務連絡「医療用医薬品の供給 

不足に係る適切な情報提供について」の出荷量の分類をもとに定義致しました。下記の通り、出 

荷量の観点から用語を整理しました。 

Ａ．出荷量通常：これまでの自社出荷量又は予定出荷量の概ね 100％以上の出荷状況 

Ｂ．出荷量減少：これまでの自社出荷量又は予定出荷量の概ね 80％以上 100％未満の出荷状況 

Ｃ．出荷量支障：これまでの自社出荷量又は予定出荷量の概ね 80%未満の出荷状況 

Ｄ．出荷停止：市場に出荷していない状況 

 

(2) 製造販売業者の対応状況 

医薬品企業の受注に対する対応状況の観点から下記の通り定義致しました。 

① 通常出荷：全ての受注に対応できている、又は十分な在庫量が確保できている状況 

② 限定出荷（自社の事情）：自社の事情により、全ての受注に対応できない状況＊1 

③ 限定出荷（他社品の影響）：他社品の影響等にて、全ての受注に対応できない状況 

④ 限定出荷（その他）：その他の理由＊2にて、全ての受注に対応できない状況 

＊1：全ての受注に対応できない状況とは、新規顧客の注文や増量受注の辞退など。 

＊2：その他の理由とは、季節性製剤や一過性需要過多、災害等による被害など。 

 

以上 

 


